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♦ 1011 ♦ JAひがしみの

　
ス
プ
ラ
ウ
ト
と
は
、植
物
の
発
芽
し
た

て
の
も
の
を
指
し
ま
す
。植
物
の
種
子
に

は
成
長
の
た
め
に
必
要
な
栄
養
分
が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
す
が
、水
分
を
得
て
発
芽
す
る

と
、さ
ら
に
新
し
い
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
合
成
さ
れ
、
栄
養
価
が
ぐ
っ
と
高
ま

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
発
芽
植
物
が「
ス
プ

ラ
ウ
ト
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、健
康

野
菜
と
し
て
、若
い
人
た
ち
の
間
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 　
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
は
日
本
に
古
く
か

ら
あ
る
ス
プ
ラ
ウ
ト
の
代
表
格
と
い
え
ま

す
が
、近
年
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、芽
キ
ャ
ベ

ツ
、マ
ス
タ
ー
ド
、ク
レ
ス
、ル
ッ
コ
ラ
、

ソ
バ
、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
加
わ
り
、大
変
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。白
色
の
モ
ヤ
シ

や
発
芽
玄
米
な
ど
も
同
類
で
す
が
、今
回

は
野
菜
を
用
い
て
子
葉
に
色
づ
け
す
る
緑

も
の
の
育
て
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 　
栽
培
適
温
は
い
ず
れ
も
20
〜
25
度
と
、

適
温
期
の
幅
は
広
い
の
で
、温
度
調
節
で

き
る
な
ら
、食
卓
や
キ
ッ
チ
ン
で
も
手
軽

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　
種
子
は
ス
プ
ラ
ウ
ト
用
と
し
て
市
販
さ

れ
て
い
る
無
消
毒
種
子
を
求
め
、耐
熱
性

で
広
口
の
底
面
が
平
ら
な
容
器
を
熱
湯

消
毒
し
て
準
備
し
ま
す
。そ
し
て
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
や
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
を
、底
面
に

平
ら
に
な
る
よ
う
に
敷
き
、十
分
に
湿
ら
せ

て
か
ら
、３
〜
５
㎜
間
隔
ぐ
ら
い
に
、重
な

ら
な
い
よ
う
た
っ
ぷ
り
種
子
を
ま
き
ま
す
。

ま
き
終
わ
っ
た
ら
容
器
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
覆
い
遮
光
し
ま
す
。

発
芽
に
は
酸
素
を
必

要
と
す
る
の
で
、所
々

針
先
で
小
さ
な
穴
を

開
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 　
そ
の
後
は
毎
日
、

乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う

霧
吹
き
で
水
を
掛
け

ま
す
が
、水
分
が
多

過
ぎ
る
と
ス
プ
ラ
ウ

ト
が
腐
っ
て
し
ま
う

の
で
、量
の
加
減
に

は
十
分
注
意
し
ま
す
。

 　
発
芽
し
、胚
軸
が
伸
び
始
め
た
ら
カ
ー

テ
ン
越
し
ぐ
ら
い
の
弱
い
光
に
当
て
、葉
の

色
を
少
し
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 　
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、適
温
な
ら
７

〜
10
日
ぐ
ら
い
で
容
器
い
っ
ぱ
い
に
伸
び

る
の
で
、好
み
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
収
穫

し
ま
す
。

①
強
い
イ
ネ
栽
培
に
向
け
、

　
田
植
え
時
期
の
再
検
討

　
田
植
え
後
の
苗
は
水
温
や
気
温
に
よ

り
生
育
に
差
が
発
生
し
ま
す
。近
年
5
月

の
気
温（
水
温
）の
変
化
も
あ
り
、５
月

中
旬
以
降
の
田
植
え
を
行
う
事
に
よ
り
、

根
の
活
着
が
進
み
強
い
稲
つ
く
り
が
進

み
ま
す
。

②
田
植
え
後
の
水
管
理

　
田
植
え
後
地
中
で
は
稲
の
根
が
発
根

を
行
い
、地
面
に
力
強
く
根
を
張
り
ま
す
。

土
の
中
も
酸
素
が
必
要
で
あ
り
、根
の
生

育
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。適
度
な
水
管

理（
間
断
管
理
等
）が
必
要
で
す
。

③
肥
料
の
施
用

　
穂
が
生
成
さ
れ
た
後
、日
中
の
温
度
が

一
定
の
気
温
以
上
に
な
る
と
呼
吸
作
用

が
増
え
ま
す
。す
る
と
デ
ン
プ
ン
が
消
費

さ
れ
白
い
お
米
が
多
く
な
り
ま
す
。高
温

期
の
水
管
理
に
よ
り
温
度
上
昇
の
抑
制

や
田
植
え
後
20
〜
30
日
に
肥
料「
け
い
酸

加
里
」の
施
用
に
よ
り
根
張
り
を
促
し
、

根
の
活
性
化
に
よ
り
強
い
イ
ネ
作
り
を

行
う
事
も
方
法
で
す
。

④
倒
伏
に
強
い
品
種
の
導
入
も
方
法

で
す
。

　
現
在
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
栽
培
が

多
く
、コ
シ
ヒ
カ
リ
は
８
月
の
出
穂
そ
し

て
９
月
の
刈
取
り
が
主
流
と
な
り
ま
す

が
、倒
伏
に
強
い
品
種「
あ
さ
ひ
の
夢
」

の
栽
培
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
あ
さ
ひ
の
夢
は
倒
伏
に
強
く
10
月
初

旬
の
刈
取
り
と
な
る
事
か
ら
、作
型
の
分

散
も
可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
で

は
事
前
申
し
込
み
を
頂
き
、０
・
５
俵
か

ら
買
取
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。栽
培
方

法
に
つ
い
て
は
暦
を
参
照
く
だ
さ
い
。

⑤
あ
さ
ひ
の
夢
は
J
A
ひ
が
し
み
の

管
内
の
ど
の
施
設
で
も
、荷
受
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
津
川
C
E
、恵
那
C
E
、

恵
那
北
C
E
、阿
木
R
C
、坂
本
C
E
、

岩
村
R
C
、坂
下
R
C
、恵
南
R
C
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1月

情 報

2020年
1月

冬
の
間
に「
ス
プ
ラ
ウ
ト
」の
楽
し
み

底が平らな容器に、
キッチンペーパーなどを敷き、
3～5㎜間隔に
たっぷり種子をまく

まき終わったら
アルミホイルで包む
アルミホイルは所々
針で小さな穴を開ける

乾かさないよう
霧吹きで水を掛ける

倒れない稲つくりに向けて

対 

策

　近年の自然の猛威により、水稲では田植え後の日照不足による活着遅れや霜の被害、８月の高温による
高温障害、９月収穫期の長雨による収穫時期の遅れなど発生しており、品質の低下が発生しております。
　また、冬季の温暖化などにより越冬カメムシの増加や適期での害虫防除薬剤の散布ができない事
などによりカメムシによる被害も年々拡大しております。
　天候に左右される農業ではありますが天候に負けない米栽培を計画しましょう。

あさひの夢　栽培ごよみ目標収穫量
520kg⁄10a

中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中
移植期育苗期 活着期 有効分けつ期 無効分けつ期 幼穂形成期 登熟期

下上 中 下上
収穫期

4月

い
ね
の
生
育

防
除
例

一
発
処
理

一
発
型

追
肥
型

体
系
処
理

水
管
理

施
　
肥

5月 6月 7月 8月 9月 10月
10a

①、有効茎確保の時期
②、穂数
③、一穂数着粒数
④、登熟歩合
⑤、玄米千粒量

・・・７月上旬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・364本/㎡

・・・・・・・・・・・・80粒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80％
・・・・・・・・・・・・・22.5ｇ

田
植

出
穂

成
熟
期

葉色の変化

5.0～5.5 4.5～5.0

3.5～4.0分けつの様子

箱処理
ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

いもち
コラトップ粒剤 （防除ヘリ）

（防除ヘリ）

穂いもち カメムシ除草剤

箱処理

基 肥

穂 肥

土づくり肥料

ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

飼料用米一発777 （27-7-7） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量8.1kg～10.8kg
エムコート2566　（25-6-6） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量7.5kg～10.0kg

農力アップ
80kg⁄10a

除草剤 除草剤
サキドリEW
又はデルカット

選択 アッパレ（粒剤・フロアブル・ジャンボ）
パワーウルフ粒剤
（粒剤） ※安価剤

※飼料米の場合は圃場に応じてカメムシ防除省略可

※各剤の使用基準により処理して下さい。

マメットSM粒剤
いもち

コラトップ粒剤

ガス抜き・早期中干し 落水
出穂30日以後中干し 間断潅水

穂いもち カメムシ

｛

選択 ネオペーストSR－502（15-10-12） 40kg⁄10a
化成肥料14-14-14　  （14-14-14） 40kg⁄10a｛ 化成肥料17-0-17 （17-0-17） 20kg/10 ⇒ 化学N成分量9.4kg

⇒ 化学N成分量9.0kg｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤
ビームスタークル粉剤５ＤＬ

｛

但し、土壌診断の結果に
よっては、下記とする
①、ケイカル150kg/10a
②、ケイ酸加里60kg/10a
とする

★初期成育の促進
１、地温（水温）を高める工夫を
する。

★水管理
１、水持ちの悪い田は特に注意する。
２、間断潅水をし、根腐れを防ぐ。

★病害虫防除
１、いもち病の粒剤での体系防除を必ず実施し、出穂後もカメムシ・ウンカを含め計画的に実施する。
２、出穂10日前までに水田周辺の草刈を行い、カメムシ類を水田に近づけない。
３、飼料米用途ならカメムシ防除は圃場に応じて省略


